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武士への憧れ
―「系図」と「家伝記」
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（東京外国語大学大学院地域文化研究科）
はじめに
　本稿は、徳川時代における武士身分の社会的位置を考察するために、百姓身分の家に伝わる
「系図」と「家伝記」に注目し、「系図」や「家伝記」がどのような目的で作成され、家に相伝さ
れてきたのかを検討し、日本社会における「家系」の持つ意味を考える手掛かりとすることを目
的としている。
　戦国時代までの武士は、農村に居住し農業経営を行い、基本的に生産の現場に身を置いていた。
ところが、農村に脚を置いた武士は、遠征を嫌うため、機動性に欠けていた。また、軍団の食糧
も自弁であったため、武士自身を農村から引き離すことはできなかった。しかし、豊臣秀吉は戦
勝地に自身の財源となる蔵入地を設置し、軍団の食糧を確保するとともに、武士自身も農村から
切り離し、城下町に集住させることで、武力に特化した「武士」を作り上げることに成功した
1
。
そして、「兵農分離」がなし遂げられた徳川時代には、百姓身分の者は農村に居住し農業経営を
営み、武士身分の者は城下町に居住することが原則になったのである。
　それでは、こうした軍団の戦闘員としての「武士」創出の動きに対し、農村に脚を置いていた
戦国時代の武士はどのように対応していったのであろうか。また、武士団に組み込まれないまま
農村に居住し続けた「農」は、徳川時代にどのような社会的地位に身を置くこととなったので
あろうか。こうした問題を考える素材として、百姓の家に伝わる「系図」や「家伝記」に注目
し、武士と百姓の身分について考察してゆく。その際、徳川時代に入って百姓身分となったもの
の、つねに武士化を希求する、いわば武士と百姓の間に位置する家に注目する。
1.「士農工商」と兵農分離
　日本の徳川時代には、「士農工商」という身分制度が存在した。この制度は、中国の古典『春
秋穀梁伝』の「古は四民。士民あり、商民あり、農民あり、工民あり」に由来するという
2
。し
かし、四民の中で「士」の職業が、中国と日本では異なっていた。中国でいう「士」とは、『漢
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書』では、「士」は天子や諸侯に仕える者で、卿や大夫より位の低い者をさすものであった。と
ころが、日本に「士農工商」の概念が入ると、日本の社会の実態にあわせて、四民それぞれが捉
え直されることになる。そこで確認されるのが、15世紀の浄土真宗の僧蓮如の言葉であるとい
う。蓮如は、「士農工商」を「侍能工商」と表し、「士」を「奉公・宮仕ヲシ、弓箭を帶シテ主命
ノタメニ身命ヲモオシマズ」仕える武士を意味する概念と捉えることになった
3
。そして、この
「士」＝武士という言葉の定義が16世紀末には日本社会に定着していた
4
。
　このような「士農工商」という身分制度が、制度として存在し、社会の規範をなしていたのが
徳川時代であった。しかし、必ずしもこの四民ですべての人々を区分することはできなかった。
たとえば、社会的な差別を受けた「穢多・非人」と呼ばれた人々もこの四民に含まれない。また、
僧侶や神主、山伏、陰陽師などの宗教関係者や、芸能を生業とする猿楽など、さらに障害者であ
る座頭など、さまざまな生業の人々がこの区分では漏れてしまうことになる。さらに、「士」と
「農工商」の間にも、徳川時代を迎えるに当たって漏れ落ちた人々＝「浪人」・「郷侍」が存在し
た。
　徳川時代の社会制度の基礎をつくった豊臣秀吉は、「農」は村に住んで耕作に専念し、「工」は
技術を行使し、「商」は商いをするもの、「士」はこれらの職能を兼職せずに武芸で主君に仕え城
下町に住むものとした。しかし、下剋上の戦国時代にあっては、「士」が奉公する武将も錯綜し
ていた上、「士」を生みだす母体も「士」とは限らなかった。むしろ、「農工商」や僧、神主等々、
さまざまな職能を持つものから、不断に「士」が再生されていった。中でも「農」は、土地に
結びつき、耕作に専念する存在でありながらも、その一族から「士」を生みだしていったのであ
る
5
。しかし、こうした「士」の母体となる「農」は、本領とする土地との結びつきが強いため、
「農」の家としては全国制覇をめざす武将に従って遠征することを忌避する傾向が強かった。そ
して、豊臣秀吉が施行した太閤検地により、土地にかかる年貢・諸役を負担する「農」＝「百
姓」身分とされることになったのである。
　しかし、こうした「士」を生みだしていた「百姓」の家系は、徳川時代に至っても、一族から
「士」を輩出し、自らも「士」を出自とすることを誇示し、他の「百姓」と差異化をはかること
になる。
2.「浪人」と武士
　徳川時代において、武士身分と百姓身分の間に位置するものとして、「浪人」と「郷侍」があ
る。「浪人」とは、武士身分でありながら、仕える主人を失った状態にある者を意味した。そも
そも武士とは、忠誠を誓った主人と主従関係を結び（「主取り」）、武力で主人のために奉公するも
のであり、その代償として土地や米・金の支給を受けていた。徳川幕府が開かれた当初、徳川家
は政権を脅かす危険性のある大名家や、相続する跡継ぎのいない大名家を取り潰したため、主人
を失った浪人がかなり生まれることになった。こうした浪人が江戸や大坂、京都などの都市に滞
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留し治安が悪い状態であったため、幕府は浪人を取り締まる「浪人改め」（浪人調査）を実施した
6
。
この調査には、徳川幕府が開かれた慶長8（1603）年以降に「主取り」した（主人に仕えた）経験の
ある者を「浪人」とするという基準があった。この「浪人改め」は、都市部では危険な「浪人」
を追放し、それ以外の「浪人」の名と居住地を幕府が掌握する目的で実施されたが、農村部では
百姓とは異なる武士身分であることを証明する効果をもたらし、戦国時代に「士」の母体となっ
た「農」の社会的地位を保証する役割を果たすことになった。
　一方、徳川幕府が開かれた慶長8年以降に「主取り」した（主人に仕えた）経験はない者で、戦
国時代に「士」を生みだしていた「農」の家柄は、「浪人」ではなく、「郷侍」として掌握された。
「郷侍」も、一般の百姓身分とは異なり、武士のように帯刀することが認められていたため、そ
の家柄の社会的地位を保証する効果が生みだされたのである
7
。
　ここでは、浪人として認定された事例として、京都郊外の山城国葛野郡川島村を本拠とする革
嶋家を取り上げよう
8
。革嶋家は、革嶋庄の領主として勢力を広め、織田信長にも仕える国人領
主であった。ところが、織田信長を殺害した明智光秀を討伐する天正10（1582）年の山崎の合戦
において、第20代当主革嶋忠宣が、明智光秀の重臣に嫁いだ妹の縁故から、明智光秀方に加担
したため、その後天下を取った豊臣秀吉に仕えることは許されなかった。浪人した忠宣は、天正
18（1590）年に豊臣秀吉による小田原後北条氏攻めに參陣し、さらに文禄元（1592）年の朝鮮侵略
戦争にも加わって、旧領安堵を願ったが叶わなかった。そして、慶長2（1597）年に川島村の他の
農民と同じように検地を受け、徳川家はもとより大名家にも仕えることのないまま、川島村で死
去したのである。
　忠宣の長男幸重は、母の実家で、妻の実家でもある竝河伝右衛門の名跡を継いで堀尾山城守
忠晴の家臣となり、「士分」を獲得している。竝河家は、「丹波竝河城主」であるといわれ、忠宣
の妻すなわち幸重の母が竝河因幡介娘であるという
9
。幸重が竝河家を継いだため、弟の幸宣が
革嶋家第21代当主となったのである。幸宣の妻も堀尾忠晴家臣の竝河十太夫（知行千石取）の娘で、
妹も竝河九郎兵衛尉に嫁いでいる。このように、忠宣の子の世代は、長男が武士化したため、二
男が家を継承して在村しながらも、すべて竝河家と姻戚関係を結ぶことで武士との関わりを持っ
ていた。ところが竝河家も、主家堀尾忠晴に嫡子がいなかったために家が断絶し、浪人すること
になる。その後、幸宣の二男宣秀が竝河又右衛門の名跡を継いで、新たに松平久米之助に仕える
ことで、ようやく士分となった。
　幸宣は、寛文6（1666）年8月20日に亡くなり、その跡を長男の幸忠（のち幸元）が継いだ。この
第22代目当主幸忠の時期に、革嶋家の「系図」が整えられ、「家伝記」が編纂されるのである
10
。
但し、革嶋家の系図は、それ以前からすでに存在していた。竝河家の養子となった幸重が、出雲
国松江で「自古来之系図」を紛失したため、第21代幸宣が「写」を清書したという。これをも
とに、幸忠が「系図」を書き継いだものとみられる。
　幸忠は、寛文7（1667）年9月に福山藩主水野美作守勝慶から30人扶持の扶助を受け、与力7人
と足軽15人を預けられた。与力は、川島村の革嶋甚右衛門、上久世村の革嶋吉左衛門、上野村
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の革嶋又兵衛、牛ゲ瀬村の飯村三郎左衛門・飯村四郎右衛門、岡村の中島七郎兵衛・中村武兵衛
である。この内上野村の革嶋又兵衛は、三好の謀叛により第18代一宣と第19代秀存が丹後（現
在京都府）に隠れ住んでいたとき、三好方に隠れて革嶋家に米を運ぶという忠節を尽くした百姓の
家筋である。秀存が織田信長から旧領を安堵されたときに革嶋家の家臣に取り立て、革嶋姓を与
えたという。また、中島氏もこの頃の旧臣であり、中村武兵衛家も「西岡の郷士」といわれ、幸
忠の妹も中村家に嫁いでいる。すなわち、ここにみえる与力家は、すべて戦国時代に革嶋家の家
臣であった家で、主家である革嶋氏が浪人したため、村で百姓身分となったが、革嶋氏が水野家
に仕える好機を得ると、再び旧主家の家臣（与力）として臣従することになったのである。しかし、
幸忠は延宝5（1677）年に「世上簡略」のため扶助を返上した。
3.「系図」と「家伝記」の編纂意図
　それでは、幸忠はどのような目的で「系図」や「家伝記」を編纂したのであろうか。幸忠が編
纂した「系図」は、源氏の始祖である清和天皇（生没年：850年3月25日～ 890年12月4日）から始まり、
源頼朝（生没年：1147年～ 1199年）に領地を奪われ山城国葛野郡川島庄に住み着くことになったとい
う佐竹義季を経て、幸忠とその弟妹四人の代までを記したものである
11
。幸忠自身も、のちに幸
元と改名することになるが、その改名以前に記述されたものである。一方「家伝記」も、「革嶋
家伝覚書  瀬左衛門源幸忠記之」という題名を持ち、「系図」と同時期に幸忠によって記述された
ものであることが判明する
12
。それは、川島庄に住み着くことになった佐竹義季を「革嶋之祖」
とし、以後第22代幸忠が延宝6（1678）年に検地を受けた記述まで、代々の当主とその事績が時
代を追って記録されているのである。
　これらの「系図」や「家伝記」は、延宝5年に水野勝慶の扶助を返上したのちに記述されたも
のであることから、幸忠が水野氏への仕官を画策するために作成したものとはみられない。また、
「系図」や「家伝記」を記述した頃、幸忠の年齢は30代後半から40代前半であったことを考え
ると
13
、自らの死期を悟って子孫に伝えるために書き残した記録とも推定できない。むしろ、こ
れらの編纂の契機となったのは、延宝6年に熊本藩支藩宇土3万石の細川丹後守行孝の家臣武田
玉翁が、細川家先祖藤孝青龍寺在城時代の事績を尋ねて来訪してきたことにあったと考えられ
る
14
。細川本藩への仕官をかねてより望んでいた幸忠は、藤孝が曾祖父秀存に与えた盟書や証文
類、秀存が預かっていた織田信長が藤孝に与えた御書の写しと、天正3（1575）年長篠合戦時の藤
孝の事績や西部三十六人衆の言い伝えを書き写して渡したという。結果は、細川家から単帷子を
下賜されたにすぎなかったが、このことが一つのきっかけになって、革嶋家の先祖の事績を改め
て整理したと推測できる。
　さらに、幸忠は幸元と改名してから、再び「系図」と「家伝記」を整備した。それを動機づけ
たのは、この細川家の来訪後まもなく行われた水戸光圀による『大日本史』編纂と、京都町奉行
書による浪人改めにあったと考えられるのである。
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　天和元（1681）年11月に、幸忠は水戸光圀の家臣佐々助三郎に革嶋家の元祖義季の来由を示し
た系図と古文書を見せたという
15
。周知のように、水戸光圀とは、徳川御三家の一つである水戸
藩主で、徳川家康の孫にあたる。藩主になる以前から、日本の歴史を編纂するために史局（のち
彰考館）を設け、『大日本史』という歴史書の編纂に着手した人物である。この水戸光圀が、『大日
本史』編纂のために「諸家ノ伝記ヲ御尋ニ付、佐々助三郎ト申ス人上京アリ、公武家々ノ記録等
捜シ求ラル」
16
と、革嶋家を訪ねてきたので、元祖義季の来由と系図、古文書を写させたところ、
光圀が「大ニ感アリ、義季伝不思儀ノ縁ニヨリ御覧」
17
と感激し、さっそく水戸家の記録に書き
加えたという。その後、幸忠は第8代目憲安から第21代幸宣までの古文書17枚を巻物にして献
上したのである
18
。水戸家にとっては、たまたま旧家である革嶋家を訪ねたところ、偶然にも佐
竹義季の足跡をつかむことができたという「不思儀ノ縁」がもたらした出来事であるが、これに
よって革嶋家は佐竹氏に連なる名家という地位を得ることになる。
　さらに、時をほぼ同じくして行われた徳川幕府による「浪人改め」は、幸忠に「士」の由緒を
持つ家柄としての社会的地位を自覚させ、「家伝記」や「系図」を集大成する必要性を認識させ
る契機となったと推定されるである。
　徳川幕府は、天和3（1683）年に京都市中（洛中）と近郊農村（洛外）に居住する「浪人改め」を
実施した。それによると、「先知も有之浪人、或は由緒有之浪人親類書取之、軽き浪人は旦那寺
之請合証文を以在京赦免、但、親類書は住所之町中宛右無相違之段町中致奥書奉行所え指出申
候（以前領地を持っていた浪人や由緒のある浪人は親類書をとり、また軽い浪人は旦那寺の保証
書をとって、京都に居住することを許可する。但し、親類書は居住地の町中ごとに、間違いない
旨を町中が奥書をして、京都町奉行所に提出すること）」
19
とある。すなわち、「浪人」は（a）以
前領地を持っていたもの
20
、あるいは由緒のある浪人、（b）軽い浪人、という二種類に分類され、
（a）については「親類書」を居住地の町中（居住町の共同体）が奥書をして提出すること、（b）は旦
那寺の保証書を提出することが義務づけられた。（b）の軽い浪人とは、徒以下足軽などの武家奉
公人を指している。他方（a）は、領地を所有していたことや由緒がある者ということで、武士
の中でも格の高い、騎馬を許された武士（「士分」）であったことを意味している。そのため、（a）
であることを証明するには、証拠となる資料が必要である。そこで、革嶋家でもその資料として、
「系図」や「家伝記」が提出されたものと考えられるのである。
　実際、革嶋家にはこの「浪人改め」で京都町奉行所に提出された幸忠（＝瀬左衛門）の親類書控
えが伝存している
21
。これは、次に掲げるように、直系は父母と子の世代まで、傍系は兄弟、従
兄弟、妻の父までの名前と現況を記し、本人の古主（主人）、生国、宗旨を書き上げたものである。
  　革嶋瀬左衛門親類書
一父 何方へも有付不申、一代牢人ニ而城州葛野郡川嶋村  革嶋七兵衛
  先祖より在所ニ而御座候故致住居罷有、十八年以前
  病死仕候
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一母 私一所罷有候十太夫儀、堀尾出雲守殿ニ而知行千石、 竝河十太夫娘
  忍之者三十人預り罷有、五拾八年以前病死仕候
一妻 兵庫儀、細川越中守殿家来ニ而御座候、知行百石取、 築山兵庫娘
  城州淀ニ住居仕罷有候
一男子 私手前ニ罷有候      革嶋源蔵　　七歳
一男子 右同断       革嶋孫三郎　三歳
一女子 右同断       やす　　　　十歳
一弟 松平久米助殿ニ而知行百五拾石取罷有候   竝河新左衛門尉
一妹 武兵衛儀西岡之内岡村地侍ニ而致住居罷有候  中村武兵衛妻
一妹 市左衛門儀庄田小左衛門殿ニ而知行百五拾石取罷有候 嶋市左衛門尉妻
一従弟 松平越前守殿ニ而知行六百石取、与力三人、  母方
  足軽三十人預り罷有候     　竝河平右衛門尉
一従弟 酒井靭負殿ニ而知行弐百石取罷有候   母方
         　竝河治左衛門尉
一従弟 松平安芸守殿ニ而知行百五拾石取罷有候   父方
         　築山十太夫
一舅 細川越中守殿家来ニ御座候、知行百石取、城州淀ニ  　築山兵庫
  致住居罷有候
一古主 水野美作守ニ而御座候
一生国 山城国ニ而御座候、則先祖より当村ニ家屋敷所持仕候故、致住居罷有候
一宗旨 代々禅宗ニ而御座候
右之通相違無御座候、此外親類無御座候、古主水野美作守方ニ七ケ年以前迄、当地罷有、
三十人扶持扶助を受け、折節京都 □
（破損）
事等相勤罷有候、其節も名革嶋瀬左衛門と申候、以
上
  天和三年亥閏五月三日　　　　　　　　城州葛野郡川嶋村
        革嶋瀬左衛門尉
        年四十三歳  ○印  幸忠（花押）
川嶋村庄屋
　　　　　　甚右衛門殿
同　　　　
　　　　　　　次郎右衛門殿
  （川嶋村庄屋甚右衛門・次郎右衛門奥書省略―筆者注）
　この親類書は、かつて幸忠が水野美作守に仕え、当時は浪人であることを証明するものではあ
るが、革嶋家に「先知」と「由緒」があることは示していない。その点、幸忠が記した「革嶋家
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伝覚書」には、それに該当することが記されているのである。すなわち、革嶋家は12世紀に革
嶋庄の下司職を所持し、さらに鎌倉幕府の御家人として革嶋庄の地頭職を保持していた。つまり
「領主」として代々革嶋庄に居住してきた。その後、祖父忠宣の時代に不本意にも浪人したもの
の、旧領主であるという理由から特権を受けてきたのである。
　まず、太閤検地について次のように記している
22
。
　太閤秀吉公御検地有り、革嶋南北ノ庄九百貫ノ地ナリシヲ、高千二百八十石余トナル、
革嶋相伝ノ城屋敷一ノクル輪ハ字戸内ト云、二ノ丸ハ字春日ト云、南出丸ハ字兵込トモ奥
垣外トモ云、是ハ家中屋敷ニテ有シト也、右之分ノ為年貢、上竹七束之御定、与市太夫屋
敷ハ字藪下ト云、東西南北廿九間四方有、此内田畑少有ツル故ニ、高五斗トシテ御宥免ハ、
先給人タル故也
　すなわち、太閤検地によって革嶋庄（南北2つの庄からなる）は900貫文の地が石高1280石余りの
村となった。革嶋氏の城跡は、一ノ曲輪が「戸内」［屋敷図参照］、二の丸が「春日」、家中屋敷で
革嶋家屋敷絵図（『革嶋家文書展』京都府立総合資料館、2003 年、42 号より転載）元禄 15（1702）年頃
と推定される。
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あった南出丸が「兵込」あるいは「奥垣外」と名づけられた。これらの地は、まとめて年貢とし
て上竹七束が賦課されるに止まったという。この他、字藪下と名づけられた従臣渡部与市太夫の
屋敷地は、東西29間四方の土地で、実際には内に田畑があったにも関わらず、高5斗とわずか
な石高を算定されたにすぎないのは、「先給人タル故」、すなわち革嶋家から知行地を宛行われた
給人であったからであるという。
　その後、慶長10（1605）年に京都所司代板倉勝重から、「冷泉院分」として上竹5束の赦免状
を受けた。しかし、延宝6年に実施された検地では、幸忠が当時山城国中にあった除地や上竹の
減免を求める動きを嫌い、「有躰ニ検地ヲ受タルハ末代ノ為ナルベシ」
23
と考え、あえて慶長の赦
免状を止めて検地を受けた。しかし、実際には幸忠の居屋敷は除地となり、春日・奥垣外・戸内
を字「二奥戸」とまとめて、わずか3反9畝18歩、年貢は上竹7束5分と帳付けされたのである。
この結果について、幸忠は「先祖当村ノ給人タル故、秀吉御検地ニモ御宥免アリシ事ヲ、奉行山
崎・浅井ヘカタル、此故ニカ宥免アリシ」
24
と、「先祖当村ノ給人タル」という理由であろうと述
べている。
　このように、「家伝記」には革嶋家の由緒と、それが幕府にも承認されてきた事実を書き記し
ているのである。すなわち、徳川幕府に領地と由緒のある「浪人」身分であることを届けるため
に、先祖の系譜と事績を記した「系図」と「家伝記」、そしてこの記述を裏付けるような織田信
長が発給した領地の安堵状など、家に伝わる古文書が幕府に提出されたものとみられるのである。
　この後、革嶋家は代々「浪人」身分であることを幕府から承認された。しかし、18世紀後期
には家の財政逼迫が著しくなり、家格と由緒だけでは生活が困難な事態を招くことになる。そこ
で、24代当主幸渡の娘婿であった中井竹山が知恵を貸し、肥後熊本藩細川家に嘆願して、合力
米の支給を明治6（1873）年まで受けることに成功するのである。中井竹山は、大坂で懐徳堂とい
う私塾を開く学者で、懐徳堂も幕府の公認を受けた大坂町人向け教育機関として歴史上著名な学
校である。中井竹山は、自ら認めた嘆願書と、革嶋家の「系図」と「家伝記」を義弟である第
25代当主文蔚に持たせ、安永4（1775）年に京都の細川藩邸に出向かせた。中井竹山が注目した
のは、第19代当主革嶋秀存が天正10（1582）年に青龍寺にあった大津城主長岡兵部太輔藤孝の急
難を聞き、他の同郷の「西岡士」（西岡三十六人衆）が離反する中、青龍寺に駆けつけ藤孝の難を救
い盟書を授かったという延宝6年に細川行孝に提出した由緒であった
25
。藤孝は、細川忠興の実
父であったことから、肥後熊本藩にとっては秀存の武功を讃え、その子孫である革嶋文蔚の嘆願
を聞き届けるように、細川家の家人を通して働きかけたのである。
4.「系図」と「家伝記」の普及
　以上のようにして編纂された「系図」と「家伝記」は、家の社会的地位を示す証として、大切
に子々孫々に相伝されていく。同時に、これらの写本を許す行為により、革嶋一族（「家」）の社
会的地位の序列が形成されることになる。
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　次に掲げる起請文は、川島村に居住する革嶋家庶流の革嶋甚右衛門が、天和2（1682）年に、革
嶋惣領家の系図の写本を許可された際に、革嶋幸忠に宛て出したものである
26
。
　　　　　起請文前書之事
一貴様御家革嶋惣領家ニ而御座候ニ付、先祖義季より代々家之証文并系図御持伝被成候を、
先代 系図写之義度々所望仕候得共、終御免無之處ニ、家之繁栄のためと被思召、此度
写を被掛御意候而忝奉存候、然上者弥至子孫ニ惣領家之礼義不可忌
（忘）
之事
一右之系図我々子孫惣領へ相渡し、庶子へハ遣申間敷候、庶子へ又遣し申度候者、貴様御
家へ御理申入、其方 被遣可被下候、勿論余人へ写させ申間敷候、余人へ借渡し不知ら
ニ而写させ申間敷候、又他人ハ不及申、庶流之子、一門之内ノ者ニ、盗写ニあひ申間敷
候事
一右之段子々孫々申伝、末代迄も一家慈切常々申合、若自然之義有之時ハ、革嶋家興隆致
候様ニ心かけ、惣領家へ無別心申談、一度ハ先祖之名をも世にあらハし申様ニとはけみ
可申事
  右之趣相背申候者
　日本国中大小神祇、殊ニ氏神又ハ八幡大菩薩愛岩
（宕）
山地蔵権現蒙御罰、永ク子孫断絶可申
　者也、仍誓書如件
　　　天和弐壬戌年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　革嶋甚右衛門
　　　　　　　六月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□□（花押）
　　　　　　　革嶋瀬左衛門殿
　すなわち、甚右衛門の先代までは系図の筆写が許されていなかったものの、「家之繁栄のため」
という理由で、革嶋幸忠が許したという経緯が述べられている。そして、写した系図も革嶋甚
右衛門惣領家にだけ伝え、無断で庶子に「又遣し」してはならず、革嶋惣領家から直接遣すこと、
「盗写」を防止することが誓約されているのである。このように、革嶋家庶流は、「家」の格付け
を行うために、惣領家の系図を写し、自己を位置づけようとした。また、革嶋惣領家では「家之
繁栄のため」「先祖之名をも世にあらハし申様ニ」との思いで、革嶋家の系図の庶流への流布を
許したのである。すなわち、社会的地位を高めるために、双方の「家」の利害が一致した結果と
いえよう。なお革嶋家では、享保15（1730）年にも幕府茶道役を勤める革嶋古斎・善久に写本を
許している
27
。
　さらに、前述した幸忠の「革嶋家伝覚書」
28
に次のような記述がある。幸忠の父方従弟で広島
藩浅野安芸守に仕える築山十太夫が、革嶋家に伝わる織田信長の感状を写し、広島藩に提出した
とある。これは、第18代一宣と第19代秀存父子が、元亀元年に信長に敵対する朝倉義景の動き
を封ずるために、越前（現在福井県）の諸浦を焼き払った時に信長から与えられたものである。こ
の事績は武功として徳川時代の武士にとっては称賛されるべき事柄であるため、こうした武功を
史資料ハブ／ 2005上海国際シンポジウム「歴史的アーカイブズの多国間比較」
76
あげた先祖を持つ家と親族関係にあることを、築山十太夫は主人浅野氏に報告したのである。お
そらくこの結果、築山十太夫は何らかの恩賞に預かったか、少なくとも武功のある家柄として重
きを置かれることになったと推測されるのである
29
。
　また、この築山十太夫が写した古文書を見て、瀧川草庵という長門国（現在山口県）の浪人が、
革嶋家の家伝を伝え聞き、瀧川家の記録に写し取ったと記されている。この瀧川草庵は、革嶋家
第19代秀存の妻の叔父（伯父）にあたる瀧川一益の子孫とみられ、先祖の縁者に武功をあげた者
がいたことを名誉として書き留めたと考えられるのである。瀧川草庵は、後に「後太平記」とい
う本を著し大坂で刊行したというが、その中に一宣・秀存の越前浦の武功の下りが記されている
という。
おわりに―武士から「士族」へ
　以上、革嶋家を事例として、徳川時代において「士」（武士身分）と「農」（百姓身分）の間に存在す
る「浪人」の家にとっての「系図」と「家伝記」の意味を考察してきた。その結果、革嶋家の
「系図」と「家伝記」を集大成した第22代当主幸忠に、かつての「士」を生みだした母体である
「農」が、徳川時代に置かれた社会的位置に対して抱いた複雑な意識が最も現れているとみられ
る。
　すなわち、革嶋氏は戦国時代には庶子はもとより当主までも戦闘に参加し、室町幕府の御家人
として足利氏に臣従し、その後も織田信長に武功を認められ、本領を安堵された武士であった。
ところが、豊臣秀吉、徳川家康と仕官の機会を失ったことから、本領である川島村で他の百姓と
同じように検地を受けることになったのである。しかし、その後も第20代忠宣の長男が竝河家
を継いで「士分」を獲得し、幸忠の弟宣秀がその名跡を継ぎ、またほとんどの女子が武士の家に
嫁いでいったように、深く武士身分と結びついていた。
　第22代幸忠自身も、後年再度整備した「家伝記」に延宝6年細川行孝への古書等の提出につ
いて、「年来越中守殿へ奉仕之有望之砌、幸ニマカセテ委細書記シテ遣之」と注記しているように、
細川本藩への仕官を望み続けていたことが明らかである
30
。しかし、その望みも「重而無品本文
ノコトシ」
31
と単帷子の下賜を受けただけで絶たれた。そして、「家伝記」の延宝6年検地におい
て、敢えて除地や年貢免除を望まずにありのままに検地を受けたことについて、「於百姓分際者、
不過之仕合奉歓喜也」
32
と、いわば自虐的な表現をしているところに、長年の望みである武士化
を果たせないまま村に居住し続けることを強いられた幸忠の苦渋が示されているといえよう。
　このように、革嶋家の男子はそれぞれに武士となる望みを持っていた。しかし、時代が進むに
連れて武士の財政難など武士側の事情で仕官の機会は閉ざされていき、実際には仕官を果たすこ
とは難しくなっていく。また、革嶋家自身も、「家」の存続のためには、川島村の田畑屋敷を打
ち捨てて、城下町に移住することはできない。寛文7年に水野家に仕えた時も、在村のまま与力
と足軽を預かるという在郷の武士としてであった。また、安永4年に細川家との由緒を掲げて願
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い出た時も、武士としての仕官ではなく、経済的な助力を求めたにすぎなかった。こうして革嶋
家は、士分を獲得することの困難さを認識しながらも、「系図」と「家伝記」を整え、また在村
しながら武士に連なる「浪人」身分と幕府から認められることにより、村の百姓との差異を自認
していったものと考えられるのである。
　革嶋家が、社会変動の中で再び「系図」と「家伝記」をもって奔走することになったのは、明
治維新期に「士農工商」の身分制が廃止され、あらたに「士族」身分を獲得する必要が生じた時
であった。
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「知」とは知行を意味し、「先知」とは以前知行地をもっていた浪人と理解すべきであろう。
21 革嶋家文書（京都府立総合資料館所蔵）275号。
22 「革嶋家伝覚書」（注9）525頁。
23 注14。
24 「革嶋家伝覚書」（注9）527頁。
25 革嶋家文書903号。
26 革嶋家文書270号。
27 革嶋家文書499、503号。
28 「革嶋家伝覚書」（注9）526頁。
29 なお、忠幸の妻は肥後細川藩に仕える淀在住の築山兵庫の娘という。この築山兵庫は、和泉
国大鳥郡上神谷の「郷侍」である小谷政信の妻寿清の姉の夫築山広房とみられ、小谷家の記
録から築山家に関して次のようなことが明らかになる 。寿清の実家は、和泉国大鳥郡万代庄
土師村居住する伴氏である。寿清の父伴権之允と築山兵庫の父は、ともに浪人であった寛永
年間に、京都の三十三間堂で武芸に励む浪人を野次ったことから恨みをかい、襲撃を受ける
ことになった。その際、6人を相手に防戦した築山兵庫の勇猛ぶりが下総古河藩主永井尚政の
耳に入り、寛永10（1633）年に永井尚政が淀藩主となって入封したときに、大津に隠棲して
いたところを召しだされ臣下となったという。この築山家は、戦国大名朽木家の旧臣と言い
伝えており、革嶋家の19代秀存が軍功により朽木氏からの感状を受けていることから、革嶋
家との親族関係も生じているものとも推測されるのである（拙稿「地侍層の『家』と女性―
和泉国上神谷小谷家を素材として―」大口勇次郎編『女の社会史』山川出版社、2001年所収、
を参照されたい）。
30～32 注14。
〈追記〉本稿は、報告原稿に、当日配布したレジュメの史料を加え、若干改稿したものである。
武士への憧れ（吉田ゆり子）
79
質疑応答　司会：大友一雄（人間文化研究機構国文学研究資料館）
報告後、補足史料として幸忠が家督を分割するために記した元禄15年「嫡男新五郎方江譲渡田畑之帳」（革嶋家文
書312号）を紹介した。
Q：王振忠
　 中国においては、先祖から継承した財産は男系子孫で分けるが、父が買い取った財産が娘に分
与されることもある。日本の場合はどうか？
A：吉田ゆり子
　 日本においても、財産が娘に分与されることがあるが、江戸時代には生活扶助という意味で与
えられ、嫁ぐ際の持参金としても渡される。但し、中世段階には、武士も男女すべてに分割相
続をしていたが、その場合も必ずしも均分とはいえなかった。
Q：阿風
　日本映画『七人の侍』のように、家系図を偽造することはあるのか？
A：吉田ゆり子
　徳川氏すら偽造している。
Comment：臼井佐知子
　 中国においても、特に戦乱の後は、全てではないもののあちこちの系図と繋げて偽造するよう
なことがあった。
Comment：王振忠
　徽州の程氏にも、明らかな改造が見られる。
Q：佐藤仁史
　①傍系が家系図を書き写すことが難しいのは何故か？
　② このような系図戦略は、士農工商の廃止後も残ったのか？　消滅して別の戦略で生存を図っ
たのか？
A：吉田ゆり子
　② 明治維新後も、同様に家伝書や系図を利用した者もいた。また、新たに士族や天皇家との繋
がりを持ち出し、それを由緒として申請した者もいた。
Q：蔵持重裕
　家伝書を作成した目的は、免税措置にあるのか？
A：吉田ゆり子
　 否。何らの経済的利益は無いが、農村における社会的な格をつけることが目的であった。革嶋
家のような家は、百姓身分とは異なる存在であるという意識を持っていた。
Q：蔵持重裕
　 地域社会におけるインフラ要求との関係は無いのか？　地域社会における経済的繋がりによっ
て、農村に残らざるを得なくなったのではないか。
史資料ハブ／ 2005上海国際シンポジウム「歴史的アーカイブズの多国間比較」
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A：吉田ゆり子
　 共同体的繋がりよりも、百姓身分にはなりたくないという意識があった。経済的理由がもとで
はない。革嶋家も、経済的には困窮して、屋敷地に借家を建てて、賃貸しで収入を得ようとも
していた。
Comment：林佳世子
　 オスマントルコの場合、特に18世紀以降の軍人は、自らの身分を明らかにしようとする場合、
政府からの証明書が有効であった。しかし、地方で豪族が台頭してくると、家系を繋げるとい
うこともあったようである。
　 その他の系図は、宗教との関連で作成されており、国家との関わりという点で大きく異なって
いる。
Comment：岡崎敦
　①編纂物と国家との関わりについて。
　② 何故、人が人の系図を書き写して結び付けようとしているのか？　系図の信憑性よりも、系
図を作成する際の作法が重視されたということなのか？　惣領家と庶流の家との間に「系図
の重層性」とも呼べる序列があることが興味深い。
